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外科用ステープリングの世界市場 - 世界の推進要因、抑制要因、機会、傾向、予測：2023年〜2033年



概要 手術用ステープルは、従来の縫合糸の代わりに手術で使用される特殊な医療機器です。皮膚の傷を閉じたり、腸や肺の一部を接続したり、取り除いたりするために使用される。ステープラーは主に、開存性（内腔の狭窄や閉塞に対する安全性）や緊縛性（血液や腸の内容物の漏れに対する安全性）などの問題を克服し、吻合を行う際の容易さと迅速さを実現するために開発されたものです。ステープラーは、手術において従来の縫合糸よりも多くの利点があります。ステープラーは一般に、手術時間（手術と麻酔）の短縮に役立ち、縫合糸よりも早く設置できるため、感染の可能性を低くすることができます。外科用ステープリングデバイスは、心臓外科、胸部外科、婦人科外科、一般外科、整形外科、美容外科などでその用途を見出すことができます。生命を脅かす病気の増加により、世界中でより多くの外科手術が行われるようになり、毎年、世界中で2億3000万件以上の手術が行われています。米国だけでも毎年2,200万件以上の手術が行われています。アジア太平洋地域は、世界の手術件数の約33%を占める最大の地域であり、その主な理由はその人口の多さです。国際美容整形外科学会が行った調査によると、現在、アジアで最も多くの整形手術が行われているのは中国です。



手術件数の増加や低侵襲手術への嗜好の高まり、従来の縫合糸を上回るステープラー採用の増加、世界的な医療費の伸び、医療観光が、外科用ステープリング世界市場の成長を後押しする要因となっています。しかし、この医療機器の高コストと、縫合糸、シーラント、クリップ、接着剤などの代替技術の利用可能性が、外科用ステープリングの世界市場の成長を阻害する可能性があります。



市場分析 外科用ステープリングの世界市場」は、予測期間2023-2033年に7.6%のCAGRを目撃すると推定されます。市場は、製品、タイプ、アプリケーション、エンドユーザー、地域の5つのセグメントに基づいて分析されます。



地域別分析。対象地域は、北米、欧州、アジア太平洋地域、その他の地域（RoW）です。北米は外科用ステープリング市場成長の主要地域となり、欧州、アジア太平洋、その他の地域がそれに続きます。



タイプ分析。外科用ステープリングの世界市場をタイプ別に分類すると、使い捨てステープラーと再利用可能ステープラーに分けられます。使い捨てステープラーは2017年に最大のシェアを占め、再利用可能なステープラーは今後数年で高いCAGRで成長すると予測されます。



製品分析。世界の外科用ステープリング市場を製品別に分類すると、マニュアルステープラーとパワードステープラーに分けられます。後者のセグメントは2017年に最大のシェアを占め、手術時間の短縮、病院コストの減少、漏れや出血などパワードステープラーに関連する合併症の最小化などの利点から、予測期間中に高いCAGRで成長すると予想される。



アプリケーション分析。世界の外科用ステープリング市場は用途別に、心臓・胸部外科、婦人科外科、一般外科、整形外科、美容外科、その他に区分されます。心臓・胸部外科は2017年に最大のシェアを占め、美容外科・婦人科外科の用途は今後数年で最も成長するセグメントと予想されます。その他は、泌尿器科手術、小児外科、痔、その他が含まれる。



エンドユーザー分析。世界の外科用ステープリング市場をエンドユーザー別に分類すると、病院、外来手術センター、クリニックになります。病院は2017年に最大のシェアを占め、今後数年間は同じ傾向が続くと予想されます。



主要なプレーヤー Medtronic Plc、CONMED Corporation、B. Braun Melsungen AG、Johnson and Johnson、Grena Ltd、Meril Life Sciences Pvt. Ltd、3M、Stryker Corp、Purple Surgical UK Ltd、Frankenman Internationalがこの市場内で活動する有力プレイヤーである。競争力のある分析 現在、使い捨てステープラーは、世界の外科用ステープリング市場を支配しており、多くのプレイヤーが徐々に同様に再利用可能なステープラーに彼らの焦点を移動しています。多くの新しいプレーヤーがこの市場に集中し、この領域で高度で革新的な製品を提供しています。例えば、2017年7月、Ethicon社は、Gripping Surface Technologyを搭載したEchelon Flex 60mm Powered Plus Staplerの成功に基づき、Echeleon Flex GST System（45mm）を欧州全域で発売しました。市場の主要なプレーヤーは製品承認を得ており、市場シェアの拡大に貢献しています。2017年9月、Dextera SurgicalはMicroCutter 5/80 Staplerの拡張FDA Clearanceを取得し、固形臓器の開腹術に使用できるようになった。外科用ステープリング市場のプレーヤーは、製品ポートフォリオを強化するために他の企業を買収しています。最近2023年1月に、B.ブラウンの一部門であるAesculapは、外科用ステープラーメーカーDextera Surgicalを買収すると発表した。



メリット 本レポートは、様々な用途と地域における外科用ステープリングデバイスの使用と採用に関する詳細な情報を提供します。それに伴い、主要な利害関係者は、市場で入手可能な商用製品の詳細とともに、主要な動向、ドライバー、投資、垂直的なプレーヤーのイニシアチブ、今後数年間の製品採用に向けての政府のイニシアチブを知ることができます。さらに、市場の成長に影響を与えようとしている主要な課題についての詳細を提供しています。さらに、主要な利害関係者がビジネスを拡大し、特定の垂直方向で収益を獲得するためのビジネスチャンスに関する完全な詳細を提供します。本レポートは、この市場に関心を持つ企業や設立された企業が、外科用ステープリング市場に投資または事業を拡大する前に、この領域のさまざまな側面を分析するのに役立ちます。

主要なステークホルダー



詳細はこちらでご確認ください。https://www.sdki.jp/reports/global-surgical-stapling-market/107333



SDKIについて



現在のグローバル経済におけるビジネス環境はダイナミックであり、ビジネスプロフェッショナルの間では市場の現状を把握する必要性が高まっています。このようなニーズに応えるため、Shibuya Data Count ( SDKI ) は、ヘルスケア＆医薬品、IT＆テレコム、化学＆先端素材、消費財＆食品、エネルギー＆電力、製造＆建設、工業オートメーション＆機器、農業＆関連産業など、さまざまな業種の専門家に市場調査レポートを提供します。



詳細については、下記までお問い合わせください。



宮津比奈

桜丘町26-1 セルリアンタワー15階

150-8512 東京都千代田区桜丘町26-1 セルリアンタワー15階

電子メール： sales@sdki.jp

Tel: +81 50 50509159
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